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○地域社会全体で子育て家庭を支援し、子育てを楽しいと感じられる環境
づくりを進めます。

○高齢者や障がい者など町民の誰もが地域で住み続けることができるよう
支援体制の充実を図り、安心して暮らせる環境づくりに取組みます。

○誰もがいきいき暮らすことのできる須恵町にするため、住民それぞれが
自身の健康について考え、健康づくりに積極的に取組む環境づくりを進
めます。

○道路整備や公共交通、コミュニティバスなどによる交通ネットワークの
充実と適正な土地利用を行うことにより地域の活力をさらに高めるた
め、利便性の高い都市の形成を行います。

○地域の安全は地域で守るため、防災対策の充実や防犯活動の推進など、
町民や団体と行政が協働し、安心して安全に生活できるまちづくりを進
めます。

○産業はまちの活力の源のひとつです。農業、商業、工業、観光などの連
携した振興により、地域産業の活性化を図ります。

○将来像の実現に向け、職員のさらなる資質の向上に努めるとともに、執

行体制の連携強化を図ります。

○限られた財源の中での効率的な行財政運営を図るため、行財政改革に取

組みます。

○権限移譲などの地方分権に対応し、自立した行財政運営を行うとともに、

効率的な行政サービスの提供や近隣市町との連携に取組みます。

○「地域の課題は地域で解決する」を基本に、校区コミュニティ活動を中

心として地域の交流や世代間の交流を促進し、今後も町民と行政が一体

となって活動に取組みます。

○今後のまちづくりは、行政のみならず、町民や地域の団体・企業などと

協働して行うことが重要です。そのため、町民の参加意識を高め、それ

ぞれの立場が協力し合いながらまちづくりに取組みます。

○まちづくりを支えるのは「ひと」です。未来を担う子どもたちや町民の
すべてのひとが、いきいきと学ぶことができるよう社会教育学習の環境
づくりを推進します。

○長い歴史のなかで創造され、育まれてきた個性ある文化や歴史の継承と
活用を図るとともに、町民の文化・芸術活動を支援し、町民が須恵の歴
史、文化、芸術などに誇りを持てるような取組みを行います。

○共に社会に参画できる基盤を築くため、男女共同参画の視点に立った施
策を実施するとともに、町民の意識啓発の取組む環境づくりを進めます。

多様に学び、文化を
育むまち

（教育・文化）

2

誰もが健康でいきい
きと暮らせるまち
（福祉・保健・医療）

3

安全で安心して
快適に暮らせるまち
（都市基盤・防犯・
　　生活環境・産業）

4

計画の推進による
自立したまち
（行財政）
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平
成
23
年
３
月
、
第
５
次
須
恵
町
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
計
画
は

町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
本
計
画
の

概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
目
的
】

　

第
五
次
須
恵
町
総
合
計
画
は
、
新
た
な

時
代
の
潮
流
や
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
明
ら

か
に
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
町
民

と
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組
む
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
町
民
が
須
恵

町
に
お
け
る
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の

で
す
。

【
総
合
計
画
の
構
成
】

（
計
画
期
間
）

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

（
計
画
の
構
成
）

　

第
５
次
総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」「
基

　

本
計
画
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
や

緑
豊
か
な
自
然
は
、
私
た
ち
共
有
の
財
産

で
あ
り
、
そ
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
、
人

を
思
い
や
り
、
郷
土
を
愛
す
る
須
恵
気
質

（
風
土
）
は
、
こ
の
町
に
今
も
脈
々
と
流

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
伝
承
（
継
承
）
す
る
事
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

誰
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と

と
も
に
、
須
恵
町
の
未
来
を
支
え
る
子
ど

も
た
ち
が
生
き
る
力
や
創
造
性
を
発
揮
で

き
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
重
要
で
す
。
時
代

は
今
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
に
対
し
て
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
を「
ひ
と
づ
く
り
」

と
位
置
付
け
、
第
五
次
総
合
計
画
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

○
「
と
も
に
思
い
」
と
は

　

須
恵
町
に
暮
ら
す
「
ひ
と
」
と
「
ひ

と
」
が
と
も
に
思
い
や
り
、
お
互
い
を

知
り
、
学
び
あ
い
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
「
と
も
に
創
り
」
と
は

　

行
政
や
町
民
、
地
域
の
団
体
・
企
業

な
ど
、
様
々
な
立
場
の
「
ひ
と
」
が
手

を
取
り
合
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
と
も
に
協

働
の
ま
ち
を
創
り
ま
す
。

○
「
と
も
に
生
き
る
」
と
は

　

自
然
と
調
和
し
、
健
康
・
文
化
を
は

ぐ
く
み
な
が
ら
、
す
べ
て
の
「
ひ
と
」

が
地
域
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、

と
も
に
交
流
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

～
水
と
緑
と
光
の
ま
ち　

須
恵
～

　

第
五
次
須
恵
町
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
、
と
も
に

進
め
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
参
画
し
、
と
も
に
交
流
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
民
と
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
町
民
は
、
安
全
・
安
心
な
子
育
て
の

し
や
す
い
生
活
環
境
の
整
っ
た
須
恵
町
を

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
魅
力
を
支
え
て
い
る
の

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
共
有
さ
れ
、「
す
え
な
が
く
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
す
べ
て
の

ひ
と
が
夢
を
持
ち
、心
か
ら
「
住
み
た
い
」

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る
よ
う
な

「
須
恵
町
」
を
築
い
て
い
く
た
め
の
目
標

と
な
る
将
来
像
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

　

須
恵
町
で
は
、
定
住
促
進
政
策
と
し
て
、
工
業

団
地
造
成
（
企
業
誘
致
）・
団
地
開
発
（
赤
坂
・

一
番
田
・
城
山
等
）
を
行
な
っ
て
き
て
お
り
、
平

成
22
年
に
２
６
，
０
０
０
人
に
達
す
る
な
ど
、
人

口
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
60
年

代
に
年
間
約
５
０
０
人
前
後
増
加
し
て
き
た
人
口

も
、
過
去
10
年
間
で
は
年
間
１
０
０
人
前
後
の
増

加
と
な
る
な
ど
、
人
口
増
加
は
緩
や
か
と
な
り
、

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
平
成
27
年
以
降
、

減
少
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
五
次
須
恵
町
総
合
計
画
に
お
け
る
平
成
32

年
の
目
標
人
口
は
、
定
住
促
進
政
策
に
よ
り
近

年
の
人
口
増
加
傾
向
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
年

間
約
１
０
０
人

前
後
の
増
を
目

指
し
、「
２
７
，

０
０
０
人
」
に

設
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
目
標

人
口
に
つ
い
て

は
、
予
測
不
可

能
に
近
い
速
度

で
変
化
す
る
社

会
経
済
情
勢
な

ど
を
踏
ま
え
、

５
年
後
に
見
直

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
内
線
（
３
４
４
）

町
の
基
本
構
想
・
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
５
本
の
大
綱
を
策
定
し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
の
大
綱
】

将来像将来像
すえながく 笑顔輝き

緑あふれる
コミュニティ創造のまち

すえながく 笑顔輝き
緑あふれる

コミュニティ創造のまち

ともに創り

ともに生きる

ともに思い

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す

第
五
次 
須
恵
町
総
合
計
画
を
策
定

【
将
来
像
】

　
「
す
え
な
が
く

　
　

笑
顔
輝
き 

緑
あ
ふ
れ
る　

　
　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
の
郷
」

【
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
】

　
「
と
も
に
思
い

　
　
　

と
も
に
創
り

　
　
　
　

と
も
に
生
き
る
」

　

豊
か
な
自
然
の
恩
恵
の
も
と
、
安
全
で
快
適

に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
ひ
と
の
「
笑
顔
」

が
す
え
な
が
く
輝
き
、
須
恵
町
ら
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
創
造
す
る
郷
を
目
指
し
た
い
と

い
う
思
い
を
表
し
て
い
ま
す
。

【
基
本
推
計
】

 

将
来
人
口
設
定
『
２
７
，０
０
０
人
』

町民とともにつくる
協働と参加のまち

（住民参画・協働のまちづくり）

1

【基本理念】
ともに思い ともに創り ともに生きる


